
      

９
年
間
続
い
た
安
倍
・
菅
政
権
は
、
新
自
由
主
義
的
政
策
を
推

進
し
、
格
差
と
貧
困
を
増
大
さ
せ
て
き
た
。
非
正
規
労
働
者
は
、

２
千
万
人
を
超
え
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

が
増
え
、
若
者
は
将
来
展
望
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
危
機
が
起
こ
っ
た
が
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強
行
実
施
と
後
手
、
後
手
の
感
染
対

策
に
よ
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
を
繰
り
返
す
事
態
と
な
っ
た
。
飲

食
業
や
運
輸
業
な
ど
中
小
零
細
企
業
で
は
倒
産
が
相
次
ぎ
、
コ
ロ

ナ
関
連
失
業
者
は
、
11
万
人
を
超
え
、
特
に
非
正
規
労
働
者
や
女

性
に
し
わ
寄
せ
が
来
て
い
る
。 

国
民
が
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
有
効
・
迅
速
な
対
応
を
と
ら
ず
、
丁
寧
な
説
明

も
な
く
、
こ
の
間
、
軽
視
し
て
き
た
公
的
保
健
医
療
や
社
会
保
障 

の
経
費
削
減
の
ツ
ケ
が
医
療
崩
壊
を
招
く
事
態
と
な
り
、
菅
政
権 

 

      

に
対
す
る
不
満
は
支
持
率
30
％
以
下
と
一
気
に
不
信
感
を
増
大
し
、

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
、
大
企
業
の
利
益
を
優
先
し
、
国
民
の
命

や
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
と
い
う
政
権
の
本
質
が
あ
ら
わ
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
に
向
け
て
２
０
１

５
年
、
違
憲
立
法
で
あ
る
戦
争
法
（
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
む

安
保
関
連
法
）
を
強
行
成
立
、
今
年
の
６
月
に
は
改
正
国
民
投
票

法
を
成
立
さ
せ
る
な
ど
、
改
憲
に
向
け
た
動
き
を
強
め
て
い
る
。 

私
た
ち
は
、
こ
れ
以
上
自
公
政
権
を
続
け
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
間
近
に
迫
る
衆
議
院
選
に
向
け
、
立
憲
民
主
、
共
産
、

社
民
、
れ
い
わ
新
撰
組
の
野
党
四
党
が
「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
が
提
言
し
た
「
共
通
政

策
」
に
合
意
し
た
。
野
党
共
闘
で
自
公
政
権
を
打
倒
し
よ
う
！ 

 


